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農
家
自
慢
の
和
牛・改
良
の
成
果
を
競
う

第
15
回
町
和
牛
共
進
会

■各部の入賞者（敬称略、★は名誉賞）

舘
優
樹
代
表・
吉
ヶ
沢
）
の
出
品

牛
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

土
谷
さ
ん
は
「
第
１
回
大
会

以
来
、
久
し
ぶ
り
に
名
誉
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
い
」
と
喜
び
の
表
情

を
見
せ
、
東
舘
さ
ん
は
「
今
年

も
名
誉
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
け

た
。
こ
れ
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
優
良
和
牛
の
育
成
に

向
け
て
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ

ま
し
た
。

　

第
15
回
町
和
牛
共
進
会
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
11
月
２

日
、
く
ず
ま
き
高
原
牧
場
チ
ャ

レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
、

月
齢
と
出
産
回
数
で
分
け
ら
れ

た
５
部
門
に
35
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

岩
手
県
本
部
の
佐
々
木
秋
人
審

査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
未
経
産
牛
の
部
名
誉
賞
に

土
谷
嘉
孝
さ
ん
（
元
木
）、
経
産

牛
の
部
名
誉
賞
に
㈱
岩
次
郎（
東

種別 部別 入賞等級 出品者

未
経
産

第
１
部

金賞１席 東舘　直樹（吉ヶ沢）
銀賞１席 外山　秋翔（上外川）
銀賞２席 ㈱ 岩 次 郎（東舘優樹代表・吉ヶ沢）
銀賞３席 芳田　　聡（吉ヶ沢）

第
２
部

金賞１席 ★ 土谷　嘉孝（元木）
銀賞１席 外山　秋翔
銀賞２席 東舘　直樹
銀賞３席 林下　芳行（江刈川）

第
３
部

金賞１席 芳田　　聡
銀賞１席 林下　芳行
銀賞２席 ㈱ 岩 次 郎
銀賞３席 上舘　健一（小田）

経　
産

第
４
部

金賞１席 馬渕　　司（田野）
銀賞１席 千葉　安雄（小屋瀬）
銀賞２席 芳田　　聡
銀賞３席 八幡　勝幸（星野）

第
５
部

金賞１席 ★ ㈱ 岩 次 郎
銀賞１席 常谷　昭則（市部内）
銀賞２席 鈴木　義頼（小屋瀬）
銀賞３席 ㈱ 岩 次 郎

名誉賞
〔未経産〕 土谷 嘉孝 さん

〔経　産〕 ㈱ 岩次郎

入念な審査が行われた審査会場入念な審査が行われた審査会場

未経産牛の部名誉賞・土谷さんの出品牛未経産牛の部名誉賞・土谷さんの出品牛 経産牛の部名誉賞・㈱岩次郎の出品牛経産牛の部名誉賞・㈱岩次郎の出品牛

交通死亡事故抑止

「
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現
」
決
意
新
た
に

1 年間継続を達成０
　

町
は
10
月
26
日
を
も
っ
て
、

交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
を
10
年

間
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
交
通
死
亡
事
故
抑
止
10
年

間
継
続
賞
賛
状
伝
達
式
が
10
月

27
日
、
く
ず
ま
～
る
で
行
わ
れ
、

町
の
交
通
安
全
対
策
の
関
係
者

な
ど
９
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
高
橋
淳
岩
手

警
察
署
長
か
ら
岩
手
県
警
察
本

部
長
賞
賛
状
が
鈴
木
重
男
町
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
署
長
は
「
関
係
者
を
は

じ
め
、
町
全
体
で
事
故
防
止
へ

の
意
識
が
高
い
こ
と
が
結
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
官

民
一
体
の
事
故
抑
止
運
動
を
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
日
頃

の
活
動
へ
の
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
賞
賛
状
を
受
け
取
っ
た
鈴

木
町
長
は
「
町
70
周
年
の
節
目

に
町
の
歴
史
を
大
き
く
飾
る
名

誉
と
な
っ
た
。
誰
も
が
望
む
死

亡
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
し
、

各
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
て

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」

と
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
意
欲
を

見
せ
ま
し
た
。

伝達された賞賛状

高橋署長から県警本部長賞賛状の伝達を受ける鈴木町長

　冬季は、積雪や凍結による道路環境の悪化や、冬
休み期間中の子どもが関係する交通事故などに注意
が必要です。交通ルールの順守と交通マナーの実践
により、交通事故防止の徹底を図りましょう。

■実施期間
　12月15日㈪から12月24日㈬までの10日間
■運動の重点
　①スピードダウンの徹底
　②高齢者と冬休み中の子どもの交通事故防止
　③飲酒運転の根絶
　④冬道用タイヤ装着の徹底
■スローガン
　「飲む前に　車じゃないよね？　再確認」
■主な推進項目
　•悪天候時や体調不良時は運転を控える。
　•無理のない範囲での運転を心がける。
　•飲酒運転をしない・させない意識を高める。

令和７年度冬の交通事故防止県民運動

　町交通安全母の会（神谷ミツ子会長）と岩手警察
署葛巻駐在所（昆博泰所長）は11月17日、交通安
全啓発活動を葛巻病院内で行いました。
　母の会の会員や駐在所員の皆さんは、来院者に交
通安全を啓発するチラシや反射材の付いた手袋を手
渡しながら、日常に潜む事故の危険性などを説明。
神谷会長は「交通死亡事故ゼロ10年を達成したが、
今後も気を引き締めて行動してほしい」と呼びかけ、
昆所長は「冬場は特に車のスリップ事故に注意して
ほしい」と注意喚起を行いました。

来
院
者
に
冬
場
の
事
故
の
危
険
性

を
説
明
す
る
母
の
会
会
員
㊨

葛巻病院で啓発活動を実施冬季の交通事故に注意！
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